
2011 年度 小委員会活動成果報告 
（2012  年 1 月 27 日作成） 

小委員会名 建築教育将来計画小委員会 
主 査 名：平田京子 
就任年月：20 11 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

建築教育委員会 委員長名：石川孝重 
主 査 名： 

設 置 期 間    2011 年 4 月  ～  2015  年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・建築教育に関する新領域からの研究活動を行う（アウトリーチ、市民啓発、住

教育、BIM など） 
・建築系卒業生の進路調査 
・建築教育シンポジウムに対する企画協力を行う 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：有 

・長澤夏子（早稲田大学）、浦江真人（東洋大学）、小松尚（名古屋大学）、伊藤香織（東

京理科大学）、妹尾理子（香川大学）、衣袋洋一（芝浦工大）、三輪律江（横浜国大）、斉藤

理（山口県立大学）、伊村則子（武蔵野大学） 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

・建築生産系技術者教育 WG  ・住教育 WG   ・フィールドワーク・スタディ WG 
・子ども教育 WG       ・BIMWG     ・防災教育 WG 
・市民啓発 WG        ・アウトリーチ WG 目的は WG 名称にて示される 

2011 年度予算 270,000 円 ホームページ公開の有無：無 

委員会 HP アドレス： 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数 ２回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 

１．建築教育にかかわる新規性をもつ活動テーマに基づく各 WG では、それぞれの

テーマについて議論・研究を行い、将来に向けた教育・研究活動の推進とその周知方

策についての提案をまとめている。 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．各 WG の調査研究に関する活動状況の把握 
２．WG では各テーマに応じた議論が行われ、精力的に活動を行っているもの、

出版等の具体的な将来計画を定めて活動を進めているもの、議論を重ねている

WG など、多彩な活動を展開している。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．教育活動の広範さから遠方の委員が多いため、予算が多くかかる。 
２．各 WG の発表の機会を作る予算がないため、建築教育シンポジウム、大会で

の懇談会などを想定し、予算が少ない中で議論を重ねている。発表のチャンスを

生かす予算配分が必要。 
 


